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一
、
は
じ
め
に
日
清
開
戦
前
夜
の
明
沿
二
七
年
七
月
、
両
国
は
開
戦
に
至
っ
た
場
合
の
敵
国
在
留
自
国
民
保
護
に
つ
き
苦
慮
す
る
と
同
時
に
、
自
国
居
留
の
敵
国
人
取
扱
い
に
つ
い
て
検
討
を
開
始
し
た
。
条
約
改
正
を
ほ
ぼ
手
中
に
収
め
た
日
本
に
と
っ
て
対
清
戦
争
を
遂
行
す
る
上
で
も
っ
と
も
意
識
せ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
目
次
一
、
は
じ
め
に
二
、
日
本
居
留
清
国
人
保
護
問
題
と
米
国
三
、
明
治
二
七
年
「
勅
令
第
百
一
一
一
十
七
号
」
と
横
浜
居
留
地
臼
勅
令
第
百
三
十
七
号
と
清
国
人
社
会
の
動
向
ロ
横
浜
居
留
欧
米
人
と
清
国
人
問
題
四
、
内
務
省
「
訓
第
六
○
五
号
」
の
発
令
と
勅
令
第
百
三
十
七
号
五
、
む
す
び
日
清
戦
争
と
居
留
清
人
問
題
（
岩
壁
）
日
清
戦
争
と
居
留
情
国
人
問
題
ｌ
明
治
二
七
年
「
勅
令
第
百
三
十
七
号
」
と
横
浜
居
留
地
Ｉ
二
、
日
本
居
留
漬
国
人
保
護
問
題
と
米
国
日
清
戦
争
を
回
避
し
得
る
最
大
の
機
会
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
英
国
の
（２）
（３）
調停一父渉が七月九日開催と同時に「｜も要領を得」ぬまま決裂し、
い
よ
い
よ
両
国
開
戦
の
危
機
感
は
高
ま
っ
た
が
、
同
日
、
駐
日
清
国
公
使
汪
鳳藻は駐日米国公使エドウィン・ダンロ」ヨロロ目をその公使館
た
国
際
法
に
従
い
、
特
種
な
存
在
で
あ
っ
た
居
留
地
の
清
国
人
を
如
何
に
取
扱
う
か
は
居
劉
外
国
人
に
と
っ
て
非
常
な
関
心
事
で
あ
っ
た
ば
か
り
か
、
日
本
に
と
っ
て
も
「
文
明
」
国
と
し
て
の
存
在
を
示
す
上
で
重
要
な
問
題
で
あ
った。本欄
で
は
従
来
ほ
と
ん
ど
研
究
の
な
さ
れ
て
い
な
い
日
清
戦
時
に
お
け
る
居
刷
滴
国
人
の
動
向
と
、
こ
れ
に
対
す
る
日
本
の
対
応
を
中
心
に
、
戦
時
下
に
於
け
る
日
本
の
敵
国
人
取
扱
の
性
格
に
つ
い
て
若
十
の
考
察
を
行
っ
て
承
（ｌ）
たい。
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に訪ね、すでに峨争は不回避の状態に立ち至っていると前置きし
て
、
戦
端
が
開
か
れ
た
場
合
に
は
日
本
か
ら
の
清
国
公
使
館
撤
退
後
、
公
文書の保管及び日本各地に残留することになる清国民○豆目印の
（４）
のロケ）の。【に対する保護を〈回衆国に要請すべく訓令を受けたことを
報じた。これに対しダン公使は、すでに同様の要求が滴同居副日
本国民のため日本側より米国政府になされていることを江公使に
伝える一方二日【・目＆冨日三・口、〔宮【口、】目一日Ｈのロロ①の［富」
ずの①ロ日且の。｛白『○○ぐの日日のロ［す］］眉囚ｐ冒すのず巳｛・【］眉目の⑫の
（５）
⑫ロケ）のＲの百○巨口■．、日本政府の賛同が得られれば公文香と満国民
の保挫のため、。＆・印・のいを提供することに米国政府は吝か
ではないが、今衆飼領亦は済国民に関する裁判管轄権〕＆】○三
）巨臥⑰臼○二・口を持ち得ず、あくまでもその保誰は友誼的な性烙の
介入であり、辛岱な、又は苛醗な措置から浦国民の身体及び財廠
（６）
を保護するために執られる行為であることを力説した。
ダンは汪との会談後面ちに日本外務省に赴き、陸奥宗光外相の
代理として応対に出た林董次官に清国側依頼の件につき照会を行
い、林から好意的な回博を得たのである。ダンはこの在公使から
の依頼について七月一九川付でグレシャムミ・ＰのＨのの盲目同
（７）
務長官に報生ロ、保謹方につき請訓すると共に同日北京駐割デンビ
ー
○
・
□
目
ご
』
ｎ
米
国
臨
時
代
理
公
使
に
清
国
居
綱
日
本
人
保
謎
に
つ
き
日本側から依頼がある旨の情報を通知、合衆国政府は清国の同意
（８）
があれば日本側の依頼に応じることになろうと結んだ。
九日の会談の席上、林次而は私見としながらもすでに峨争は避
くことの不可能な状況になったとダン公使に告げていたが、その
法
政
史
学
第
三
十
六
号
林の言葉通り陸奥外相は七月一二日清国政府にいわゆる「第二次
絶交書」を送り、さらに「朝鮮内政の改革」の任を帯びた在韓大
島圭介特命全権公使には「今は断然たる処置を施すの必要あり何
等の口実を使用するも差支なし実際の運動を始むぺし」と「訣別
（９）
緬似の電報」を発する一方、戦争遂行の必要上欧米諸国に日本を
対等の「文明」国仲間と認めさせるため青木周蔵駐英公使に英国
（、）
との改正条約の調印を勾凹がせたのであった。
こ
の
よ
う
に
附
戦
へ
の
雌
伽
が
進
む
な
か
で
、
七
月
一
三
日
陸
奥
外
相
は
駐淌小村方太郎臨時公使に対し日清両国が開戦に至った場合、油
同居柵日本Ｎ比の保溌を米国政府に依頼することを閣議決定した
こと、米国政府からは淌国政府が異議を申し出なければ日本の申
し出に応じる旨の回答を得たとの報告を行うと共に、清国各港在
（ｕ）
研の日本領事にその主』川の訓示を訓令したのである。さらに次い
で一九日、陸奥は小村へ米国政府が日本の在清公館及び公文書の
保樒、居捌氏保謹についての日本側提案を正式に受け入れたこと
と共に、同様の梢置が在日する清国人に対しても取られることを
（皿）
報じ、漸次、日滴両国ともに米旧による敵国居留自国民保護を依
帆
し
あ
う
条
件
が
熟
い
つ
つ
あ
っ
た
。
七月一六日、日英通商航海条約の調印を完了したことで日本は
対淌附戦の雌術を終え、翌一七Ⅱの大本営御前会議は開戦やむな
しと決議、最後通牒を朝鮮に対しては二二日、清国に対しては二
四日を期限として発し、期間切れを待って二三日に朝鮮の景編宮
に似入、さらに一一五日には蝋島抑海戦により清国艦隊を攻撃した
のである。
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日
本
の
こ
う
し
た
宝
戦
前
に
お
け
る
戦
闘
行
動
に
対
し
て
清
国
政
府
内
の
主
戦
論
者
と
ふ
な
き
れ
て
い
た
翁
同
獄
、
李
鴻
藻
ら
は
即
時
開
戦
を
強
硬
に
主
張
し
た
が
、
総
理
衙
門
は
駐
日
治
国
公
使
の
撤
退
、
日
本
居
留
済
国
民
の
保
護
及
び
宣
戦
前
に
お
け
る
日
本
海
軍
に
よ
る
清
国
海
軍
攻
撃
へ
の
非
難
な
ど
一
連
の
外
交
上
の
手
紡
ぎ
を
踏
む
必
要
性
を
説
き
、
北
洋
大
臣
李
鴻
章
（Ｂ）
と
非
難
声
明
に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
季
は
、
七
月
二
八
日
総
理
衙
門
の
声
明
書
案
に
意
見
を
述
べ
る
と
共
に
、
「
汪
使
応
撤
（Ｍ）｜
回
、
倭
駐
京
使
及
各
国
領
事
、
応
弧
令
自
去
」
と
、
駐
日
清
国
公
使
の
即
日
撤退と日本外交団の自発的帰国を求める一方、「倭士貨多頓華鈴、
応
微
行
各
関
、
哲
作
日
本
通
商
」
と
日
本
商
品
の
輸
入
禁
止
の
検
討
を
も
促
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
二
九
日
軍
機
処
は
つ
い
に
李
鴻
章
を
通
じ
て
肱
日
治
国
公
使
に
撤
退
帰
国
す
る
旨
を
命
じ
、
さ
ら
に
翌
三
○
日
に
は
総
理
衙
川
か
ら
駐
桁
各
国
公
使
に
開
戦
責
任
は
日
本
に
あ
る
と
の
声
明
を
発
し
、
三
一
日
小
村
臨
時
代
理
公
使
に
「
致
向
国
修
交
之
約
従
此
廃
（胆）
棄、此後本署与哩員署大世、虹無商弁之事、殊為可惜」と両国の国
交
断
絶
を
通
告
し
、
こ
こ
に
明
治
四
年
に
調
印
さ
れ
た
日
清
修
好
条
規
は
効
力を失い、法的に両国間は無条約状態となったのである。
さ
て
、
総
理
衙
門
が
対
日
非
難
声
明
を
行
っ
た
七
月
三
○
日
、
駐
日
米
国
公使ダンは横浜駐剃米国総領事マクァイベーヱ・三・三・写・拭に
対
し
、
米
公
使
館
は
日
本
政
府
の
承
諾
を
得
て
、
日
清
両
国
間
に
戦
争
が
勃
発
し
た
場
合
に
は
米
旧
務
行
の
権
限
下
に
日
本
に
居
留
す
る
宿
国
人
を
保
護
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
伝
え
、
日
本
各
地
の
米
国
領
事
館
に
至
当
な
援
（胆）
肋と堅実な保護とを清同氏に与嶢えることを義務づけた。しかし、
こ
の
訓
令
の
な
か
で
も
特
に
注
意
を
促
が
さ
れ
た
の
は
、
領
事
館
は
職
務
の
日
清
戦
争
と
帰
留
清
人
問
題
（
岩
壁
）
一一一、明治二七年「勅令第百一一一十七号」と横浜居留地
円
勅
令
第
百
三
十
七
号
と
情
国
人
社
会
の
動
向
八月一日、ダン公使は陸奥外相が前日清国公使を除く駐日各国
（旧）
代表に発した清国との間に「戦争ノ情状ノ現在スル」］日の通告を
接受したが、彼はこの開戦通告受領を陸奥に通知するなかで、清
国公使館所笹公文書をｎからの監督下に保管したこと、戦時中日
本に階柵する滴国民を保溌すべく各地の在日合衆国領事に訓令し
たことを報じると共に、消国公使鮒の建築とその財産への警察的
（旧）
磐田術を要求した。これと並行して在日清国領事もその駐剃府県知
事に宛て居冊済国人保越について要請したが、八月二日横浜兼築
遂
行
上
宿
国
人
に
対
し
て
司
法
上
の
裁
判
権
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
マ
ク
ァ
イ
尋
〈
１
総
領
事
か
ら
大
阪
及
神
戸
駐
創
領
事
ス
ミ
セ
ス向・］・の日二①⑪、と長崎駐劉領事アーパークロンズビーシ・国・
（Ⅳ）
シヶの月［・口印す】①に発せられた訓令中にも明記されたのである。こ
の
ほ
か
ダ
ン
公
使
は
マ
ク
ァ
イ
パ
ー
総
領
事
に
対
し
て
清
国
人
保
護
の
事
務
手
続
き
の
た
め
清
国
側
事
務
官
の
協
力
が
得
ら
れ
る
こ
と
、
必
要
に
応
じ
て
公
文
書
の
保
符
に
応
じ
る
こ
と
、
さ
ら
に
今
後
領
事
が
居
留
情
国
人
関
係
公
文
書
へ
サ
イ
ン
す
る
場
合
「
（
港
名
）
滴
国
臣
民
事
務
取
締
合
衆
国
総
領
事
（領事）」○・口目一○のロの日｝ｌｏＨＯＣｐの巳’○二ヶのご旦巴の目の切冒
Ｃ冨伺の。｛弓の色餌昌厨。｛＆①のｇ〕のＣ扇。｛○ケ旨の⑫の向日凰円の閂
（日日の。｛己・己を使川することなど訓令した。これら公使から
の
訓
令
内
容
は
同
時
に
日
本
駐
劉
淌
国
外
交
団
に
も
伝
え
ら
れ
、
戦
時
に
お
け
る
眉
紹
淌
国
人
保
謎
の
準
伽
は
こ
こ
に
ほ
ぼ
整
っ
た
の
で
あ
る
。
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地
駐
割
石
祖
芥
領
事
は
東
京
府
知
事
三
浦
安
に
対
し
て
「
奉
欽
差
大
臣
圧
電
筋
奉
命
回
国
所
有
承
管
横
浜
築
地
居
留
商
民
身
家
財
貨
物
除
荷
貴
国
照
常
保
護
外
並
経
大
美
国
允
准
保
護
至
現
在
中
国
之
貴
国
商
民
亦
由
我
欽
差
大
臣
電
（帥）
請
本
国
政
府
通
筋
各
口
岸
一
体
保
護
相
応
備
文
通
知
為
此
照
会
」
と
通
知
し
、
戦
時
下
に
お
い
て
取
ら
れ
る
敵
国
人
へ
の
保
護
が
相
互
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
印
象
づ
け
る
努
力
を
払
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
の
宣
戦
に
よ
り
名
実
共
に
日
清
戦
争
は
開
始
さ
れ
た
が
、
日
清
間
の
状
況
が
抜
き
差
し
な
ら
な
く
な
っ
た
七
月
二
六
日
、
陸
奥
外
相
と
井
上
馨
内
相
と
は
各
開
港
開
市
場
所
在
地
知
事
に
居
留
清
国
人
の
安
全
確
保
の
た
め
警
察
的
警
備
の
強
化
を
指
示
し
た
が
、
横
浜
居
留
清
国
人
社
会
で
は
「
目
か
ら
の
切
符
も
入
手
す
る
金
銭
的
余
裕
さ
え
し
な
い
」
よ
う
な
下
層
情
国
人
を
中
（Ⅲ）
心に帰国が始まっていた。一方、開戦一別には戦端が開かれた場〈、
「
欧
州
に
於
け
る
戦
争
と
同
様
に
居
留
敵
国
人
は
相
互
に
敵
国
か
ら
撤
退
を
（皿）
命
ぜ
ら
れ
よ
う
」
と
の
見
解
と
は
裏
腹
に
、
開
戦
と
同
時
に
日
本
で
は
米
国
による清国人保護が開始された。先述したように七月一一一○日ダン
公
使
か
ら
総
領
事
へ
訓
令
さ
れ
た
内
容
の
う
ち
、
清
国
人
社
会
で
議
論
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
の
は
、
米
国
側
に
滴
国
人
に
対
す
る
裁
判
管
轄
権
が
欠
如
し
ていることであった。この点についてマクアイパー総領事は横浜
在留の清国人有力者との会談のたびにその権利掌握を執勘に求め
ら
れ
た
が
、
そ
の
不
可
能
な
こ
と
に
つ
い
て
説
明
す
る
席
で
常
に
彼
の
得
た
印
象
は
、
「
清
国
人
は
彼
ら
が
日
本
の
裁
判
管
轄
権
下
に
置
か
れ
て
い
る
立
（鋼）
場を理解していない」ということであった。こうしたことを背処晁
に
マ
ク
ァ
イ
パ
ー
は
日
本
国
法
に
抵
触
す
る
危
険
性
の
あ
る
清
国
人
、
ま
た
は治安上問題のある清国人について強行措置を提案し、石領事の
法
政
史
学
第
三
十
六
号
賛
成
を
得
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
治
安
妨
害
を
扇
動
す
る
恐
れ
の
あ
る
「無綱漢」＆⑫Ｃａの同一】◎言日日の円い、及び賭博、阿片の販売人・吸
引
者
な
ど
忠
習
の
済
国
人
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
切
符
を
購
入
す
る
余
裕
の
な
い
も
の
に
は
金
銭
的
援
助
を
募
金
で
実
現
し
帰
国
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
計
画
に
は
横
浜
に
お
け
る
情
国
人
組
織
で
あ
っ
た
横
浜
中
華
（別）
〈云館が積極的対応をふせ、資金面の援助をも行った。こうして八
月四日、米国務省船オーシャニック号の．ｍ・輿ＯＣＢ己。》》は戦時
居研不適格滴国人五○○名と、日からの自由意志で帰国する二二
二名を乗せ横浜を出航したのであった。また二日には石領事は米
国
総
領
事
に
対
し
清
国
領
事
館
所
管
公
文
書
、
横
浜
及
築
地
居
留
情
国
人
名
簿
、
同
涜
産
一
覧
、
合
衆
国
渡
航
済
国
人
へ
発
給
し
た
旅
券
見
本
な
ど
を
手
渡し、淌国外交剛撤退の準備を推し進めたが、こうした煩雑な事
務
処
理
の
た
め
通
訳
有
な
ど
を
提
供
し
て
そ
の
円
滑
化
に
努
め
た
の
も
横
浜
（妬）
中
華
会
館
で
あ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
戦
時
下
に
あ
っ
て
米
国
に
よ
る
情
国
人
保
護
活
動
が
開
始
さ
れ
る
と
同
時
に
積
極
的
に
こ
れ
に
対
応
し
た
横
浜
中
莱
会
館
の
鵬
し
た
役
割
は
、
こ
の
会
館
の
中
核
で
あ
っ
た
中
層
以
上
の
清
国
人
が
当
初
横
浜
残
慨
を
指
向
し
て
い
た
こ
と
と
考
え
合
せ
て
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
さ
て
、
米
国
の
と
っ
た
済
国
人
保
護
の
行
動
は
、
一
八
七
○
年
に
勃
発
し
た蒋仏戦争に於いて在仏プロシア人保護のため仏国駐割米国公使
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
ポ
ン
向
・
国
・
三
協
与
日
ロ
の
が
と
っ
た
行
動
に
準
拠
し
て
い
た
（加）
が、果して「敵国人」である桁国人の居榊を許可した日本のとっ
た
政
策
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
陸奥外相は、七月三一日、先述したように日本駐割各国代表に
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日清間は戦争状態に入ったことを告げたが、同旦一一浦安東京府知
事に清国公使館撤回の通達を行い、そのなかで「不日在本邦漬国
人ノ取扱一一関シ特二勅令公布可有之筈二候得共本日限り貴官ト清
国領事トノ事務交渉ヲ中止シ今後在留清国人民〈几テ無条約国ノ
（〃）
人民ト同様二取扱可有之候」と内訓した。陸奥はここで今後清国
人を「無条約国人」として対処することを明らかにする一方で、居
留
清
国
人
取
扱
に
関
連
し
た
勅
令
を
発
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
戦
時
居
留
敵
国
人
取
扱
い
を
指
示
す
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て八月二日閣議に提出され、不在であった陸相を除く閣僚の賛成
を得て決定されたのが勅令第百三十七号であった。この勅令はそ（犯）
の成立に先だち閣議当日に「外務大臣ヨリ勅令草案ヲ提川セラレ」
た
も
の
で
、
こ
の
草
案
に
対
し
国
際
法
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
有
賀
長
雄
も（胆）
「内閣総理大臣伊藤伯ノ部下ニ在リテ以上勅令案ノ修正一一参一与」
（犯）
し
た
と
い
う
。
現
在
こ
の
草
案
を
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
有
賀
に
よ
れ
ば
同
案
に
つ
い
て
議
論
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
「
皆
何
レ
ノ
点
マ
テ
文
明
国
民ノ間二行ハル、戦時慣例一一依ルヘキャ」という点であった。
次
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
勅
令
第
百
三
十
七
号
を
あ
げ
て
ふ
た
い
。
￣
｜済’
外
'1１
｜、帝国内一一居住スル清国厄一一関スル件ヲ定ム、（公文類聚・
明治二十七年）
日
清
戦
争
と
居
留
清
人
問
題
（
岩
確
）
明治廿七年八月二日
内
閣
総
理
大
臣
博
文
外
事
内
閣
書
記
官
法
制
局
長
官
(付蔓）
（以下各大臣花押）：。（但し陸相は欠著者注）
外務大臣請議清国臣民一一関スル勅令案朱書ノ通修正ノ上発
布
相
成
然
ル
ヘ
キ
ャ
外務大臣ヨリ勅令草案ヲ提出セラレ別一一請議書ナシ、別紙勅
令
案
〈
朱
書
修
正
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
浄
書
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
勅
令
第
百
三
十
七
号
第
一
条
清
国
臣
民
〈
本
令
ノ
規
定
ス
ル
所
二
従
上
帝
国
内
従
来
居
住
ヲ許サレタル場所一一於テ身体財産ノ保護ヲ受ヶ向後モ引続
キ居住シ且其ノ地一一於テ平和適法ノ職業二従事スルコトヲ
得但帝国裁判所ノ管鰭一一服従スヘシ
第二条前条二依り帝国内一一居住スル所ノ清国爪民〈本令発
布
ノ
日
ヨ
リ
ニ
十
日
以
内
二
典
ノ
居
住
地
ノ
府
県
知
事
一
一
申
出
テ
住
所職
業
氏名ノ
鞍
録ヲ詩
フ
ヘシ
第
三
条
府
県
知
事
〈
第
二
条
ノ
登
録
ヲ
受
ケ
タ
ル
清
国
臣
民
二
対
シ
登
録
証
書
ヲ
交
付
ス
ヘ
シ
第
四
条
第
二
条
輩
録
済
ノ
清
国
に
民
（
其
ノ
居
住
地
ヲ
移
転
ス
ル
コ
トヲ得但此ノ場合一一於テヘ先シ其ノ登録証書二原居住地府
県
知
事
ノ
裏
書
ヲ
受
ヶ
新
居
住
地
へ
到
着
後
三
日
間
ニ
其
ノ
地
府
県
知事一一申出テ更二第二条ノ叢録ヲ受クヘシ
第
五
条
府
県
知
事
〈
本
令
規
定
ノ
登
録
ヲ
諸
ハ
サ
ル
清
国
臣
民
ヲ
帝
国版図外一一退去セシムルコトヲ得
第
六
条
清
国
臣
民
一
一
シ
テ
帝
国
ノ
利
益
ヲ
害
ス
ル
所
為
ア
ル
者
、
犯
六五
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罪
ノ
所
為
ア
ル
者
、
秩
序
ヲ
素
乱
ス
ル
者
又
〈
以
上
ノ
嫌
疑
ア
ル
者
〈
各
法
令
二
依
テ
処
分
ス
ル
ノ
外
府
県
知
事
〈
価
之
ヲ
帝
国
版
図
外
一一退去セシムルコトヲ得
第七条本令〈帝国官庁竝二臣民一一一雁用セラル、満国人ニモ
適
用
ス
第八条本令二父戦上ノ目的ノ為二帝国軍衙ヨリ在冊済国に
民
二
対
シ
発
ス
ル
命
令
処
分
二
関
係
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
第
九
条
本
令
発
布
ノ
後
二
於
テ
清
国
臣
民
ノ
帝
国
版
図
内
一
一
入
ル
コ
トヲ許スハ府県知事ヲ経テ内務大臣ノ特許ヲ得ダル者一一限
レノ
第
十
条
本
令
〈
発
布
ノ
日
ヨ
リ
施
行
ス
同
勅
令
は
八
月
四
日
、
先
述
し
た
居
冊
不
適
格
滴
国
人
を
乗
せ
た
オ
ー
シ
ャニック号が横浜を出航したその日に発布され、翌日伊藤首相、
井上内相、陸奥外相、芳川顕正法相の連名で官報に掲載された。
この勅令は残副を希望する桁国人に本令発布後二十日以内に従
来条約で居住が許されていた各開港開市場所在知事に住所・職業
・
氏
名
を
登
録
さ
せ
る
こ
と
を
必
須
条
件
と
し
て
、
「
向
後
モ
引
統
キ
居
住
シ且其ノ地一一於テ平和適法ノ職業二従事スルコトヲ」許可すると
い
う
主
旨
を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
篭
録
制
は
、
一
八
七
○
年
の
普
仏
戦
争
時
に
仏
国
政
府
が
行
っ
た
在
仏
北
ド
イ
ツ
人
と
ザ
ク
セ
ン
人
の
国
外
強
制
追
放
（皿）
処
置
と
、
一
八
七
七
年
潔
士
峨
争
時
に
露
国
が
取
っ
た
「
現
行
法
令
ノ
保
謎
ノ下二引統キ在研シテ平和ノ営業二従事スルコトヲ許シタル」事
実
と
の
「
折
衷
主
義
」
的
立
場
か
ら
生
ま
れ
た
と
さ
れ
、
有
賀
自
身
は
こ
の
登録制導入理山を「我レノミ断然戦争ノ法律慣例二準拠セントス
法
政
史
学
第
三
十
六
号
（犯）
ルモ敵〈之二準拠セサルコトヲ恐ル、ヨリ起ル必要ノ結果」であ
っ
た
と
説
明
し
、
日
淌
峨
時
に
お
い
て
日
本
が
川
際
法
を
遵
守
し
た
こ
と
を
強調する一方で、清国の国際法に対する無理解の危険性を指摘
し、欧米間の関係を法的に支える国際法社会の一員としての日本
の仔在を認めさせることに努めたのである。
しかしながら登録制を導入し、「交戦ノ利害一一関係セサル以上（兜）
へ此ノ危塩川ヲ一個人トー仙人トノⅢ仁及ホサ、ランコトヲ勉〆」
たとするこの勅令の発布後も、張録を行わず、横浜をはじめ各開
港場から退去する済国人は引き続き、先述した七月二五日以降は
比較的稠総な治国人も多数帰国するという現実が相次いだようで
（狐）
上の｝つ。
側枇と前後して州川した満同人の詳細なデータを示すことはで
きないが、第一表は横浜及び全国に届刊する清国人数の変遷をま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
表
中
④
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
日
清
開
戦
の
前
年
に
あたる明沿二六年まで全旧の居冊済国人の居留外国人総数に対す
る割くⅡは五○・〈１セントを切ったことがなかったが、明治二七年
には二六・八．〈１セントに激減し、戦前並のⅢ複には四年を要し
ている。さらにその事実を端的に物語っているのが横浜居留漬国
人の州国状況である。表中②に示したように日本居留清国人の六
○・ハーセント前後は横浜に在留しており、特に戦中の明治二七年
水には居研滴国人の七四・四．（１セントは横浜に集中している
が、その実体は前年の三一一三五人の四○．〈１セントにＪも満たない
一一七一一一人を示す，ものであって、表中①からもわかるように『神
奈川県統計』から知り得る明桁十三年以降はじめて横浜居留清国
一ハーハ
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全国及横浜在FiW清国人数一覧
※各年度版『神奈川県統計書』
『日本帝国統計年鑑」ヨリ作成日清
戦
争
と
居
留
清
人
問
題
（
瑞
確
）
全国在ＦＷＩ①
州綱ｌｉＭｌ１
在Ｗ｛
②班Ⅲ
③
a/ｄ
(96）
④
c/ｄ
(％）
⑤
a/(b-a）
（％）
横浜
ｉ１ｌｉ国人数
ａ（人）
年次
(毎12月
31日現在）
外国人
総数
ｂ（人）
明治１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１
２２
２３
２４
２５
２６
２７
２８
２９
３０
３１
３２
174.9
162.2
158.6
262.9
203.0
199.1
193.3
159.6
197.0
193.9
188.1
２１１．２
２１０.(）
204.7
７１．９
１０５．１
１２３．８
１３８．１
１５３．１
１４４．６
５９６５
６１８７
６３３５
７６１６
７１１７
６７８６
７０４６
７５６０
８６１４
９()6２
９７０７
９５５０
９８()３
９６３３
５８７５
８２４６
９２３８
１０５３１
１１５８９
１１５Ｉｉｌ
６
９
３
４
０
６
９
５
３
０
３
９
７
２
８
２
３
０
５
１
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
ｃ
●
●
■
●
●
●
●
０
３
１
１
２
７
６
５
１
６
６
５
７
７
７
１
１
５
８
０
９
６
６
６
７
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
４
５
５
５
６
５
９
７
１
４
２
０
６
７
８
９
６
０
９
５
８
２
１
４
９
０
●
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｂ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
２
７
９
５
８
０
８
５
５
４
６
０
６
５
６
４
９
９
２
５
６
５
５
６
５
６
５
５
５
５
５
６
５
５
２
４
４
４
５
５
2505
2334
2154
3363
2471
2499
2573
2359
2981
3()10
3()04
3348
333L）
3325
1173
1808
2268
2743
3248
30()６
〔
Ｉ
⑪
ひ
Ｏ
】
ワ
】
Ｒ
）
４
４
４
４
〔
Ｉ
川
砥
０
］
０
１
ｍ
ｊ
ｑ
〉
ｑ
〉
４
４
、
５
〈
Ⅷ
⑪
門
Ｑ
〉
Ｆ
Ｄ
の
、
〔
Ｉ
勺
１
４
４
Ｑ
）
Ｆ
Ｄ
ハ
Ｕ
の
び
Ｑ
〉
〈
ｈ
ｎ
〉
ハ
ハ
》
Ｄ
】
４
４
、
〉
ｏ
］
〈
Ⅲ
９
】
へ
り
⑪
５
０
〉
〔
Ｉ
Ｆ
Ｄ
〈
０
く
り
【
Ｉ
ｑ
〉
ｎ
ひ
幻
４
Ｆ
Ｄ
（
ｈ
ｑ
〉
Ｑ
〕
ｑ
〉
、
ひ
Ｐ
Ｏ
、
１
円
Ｉ
⑪
ひ
一
ハ
Ｕ
ｍ
⑪
⑪
。
ｎ
ｏ
４
４
ｎ
ｊ
Ｑ
Ｊ
、
ひ
ｎ
ひ
４
４
Ａ
４
４
畑
刈
佃
四
冊
４
４
Ｏ
』
、
ひ
４
畑
４
４
Ｆ
Ｄ
Ｆ
Ｄ
3739
3571
3746
4983
4143
4071
4130
4209
4805
4975
5498
5344
5574
5343
1576
3642
4533
520(｝
６１３(）
6359
〈
Ｕ
八
五
Ｆ
Ｄ
Ｆ
Ｄ
く
り
血
４
の
。
ｎ
Ｕ
〈
Ｕ
Ｆ
Ｄ
〈
⑪
へ
ｈ
ｑ
〉
Ｏ
】
△
４
く
い
〈
Ⅷ
【
Ｉ
ハ
Ⅲ
⑩
①
●
●
●
●
●
０
０
●
●
●
■
●
●
●
●
□
●
Ｄ
Ｂ
●
、
閲
町
町
開
田
田
研
砠
帥
図
佃
印
佃
刊
伯
帥
団
印
灯
０
７
０
２
７
８
５
２
６
２
９
１
１
５
０
９
６
０
０
０
●
●
●
●
●
Ｂ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
２
７
４
４
４
６
６
１
４
３
０
５
４
４
０
１
４
６
８
６
４
３
３
４
３
３
３
３
３
３
３
３
３
、
⑩
２
２
２
２
２
２
151.6
154.6
155.3
5523
5726
6247
6890
7330
8027
12536
13424
14257
4８．３
４７．４
４７．３
26.5
25.9
26.7
55.0
54.6
56.3
3３
３４
３５
3328
3477
3800
()０．３
６０．７
６０．８
六七
(ili）Ｕ川治32年と33年のⅡ１１の点線は明治32年勅令第３５２号の
発布により勅令第１３７号が失効したことを示す。
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人の割合が同地居留外国人総数の六○。（１セント以下となった。
さ
ら
に
横
浜
居
柵
滴
国
人
の
清
国
人
以
外
の
横
浜
居
留
外
国
人
に
対
す
る
割
合
を
示
し
た
表
中
⑤
に
よ
れ
ば
、
明
治
二
六
年
ま
で
清
国
人
は
非
情
国
人
の
ほぼ二倍を占めていたが、明治二七年のみ七一・九．〈１セントと
そ
の
居
留
人
員
の
数
的
地
位
が
逆
転
し
て
お
り
、
有
賀
の
「
在
留
支
那
人
ノ
半
数
力
本
邦
ヲ
去
リ
テ
」
と
す
る
以
上
に
多
く
の
済
国
人
が
日
本
か
ら
退
去
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
「
右
勅
令
ノ
有
効
時
期
中
二
第
六
条
ヲ
適
用
シ
テ
登
録
支
那
人
二
帝
国
版
図
外
二
退
去
ヲ
命
シ
タ
ル
実
例
ナ
（妬）
シ
」
と
す
る
こ
と
が
事
実
な
ら
ば
、
滴
国
人
保
護
を
調
っ
て
登
録
制
を
打
出
し
た
こ
の
勅
令
の
発
布
に
よ
り
「
各
地
在
留
ノ
支
那
人
へ
前
後
ヲ
争
テ
登
録
（鍋）
ヲ願出テタリ」とする有変の一一一口薬とは裏腹に、情国人の間に容易
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
事
実
を
こ
こ
で
指
摘
し
得
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
宿
国
人
の
打
続
く
退
去
状
況
に
関
し
て
、
有
賀
は
「
社
会
上
ノ
軽
侮
二
堪
ヘ
サ
リ
シ
｜
一
因
ル
ノ
ミ
、
身
体
財
産
ノ
危
害
ヲ
恐
レ
タ
ル
ニ
囚
ル
（師）
モ
ノ
〈
蓋
甚
夕
少
ナ
ヵ
ラ
ン
」
と
そ
の
理
由
を
分
析
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
マ
ク
ァ
イ
ベ
ー
総
領
事
も
滴
国
人
に
対
す
る
偏
見
と
人
種
的
嫌
悪
が
日
本
の
下
川
社
会
の
間
に
怠
速
に
膨
れ
上
っ
て
い
る
事
実
を
指
摘
し
て
（犯）
お
り
、
ま
た
各
種
の
出
版
物
も
開
戦
と
前
後
し
て
清
国
を
非
文
明
国
視
す
る
（羽）
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
か
ら
日
本
社
会
全
体
に
清
国
人
侮
視
傾
向
が
生
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
否
め
ず
、
そ
れ
が
情
国
人
退
去
の
一
要
因
と
な
っ
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
一
歩
踏
承
こ
ん
で
考
え
れ
ば
、
過
去から現在に至るまでの日からの生活基盤を離れ帰国に駆り立て
た
最
大
の
理
由
と
し
て
は
説
得
性
に
欠
け
て
お
り
、
主
因
は
ほ
か
に
求
め
ざ
るを得ない。
法
政
史
学
第
三
十
六
号
勅
令
発
布
後
の
居
留
地
状
況
を
再
検
討
し
て
承
る
と
、
マ
ク
ア
イ
パ
ー
報
併
に
よ
れ
ば
居
留
地
内
の
各
外
国
語
新
川
は
同
勅
令
の
翻
訳
文
を
報
じ
た
が
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
同
一
訳
は
な
く
、
さ
ら
に
何
れ
も
公
的
責
任
を
負
っ
た
訳
（㈹）
文ではなかった。また、この勅令の概要に触れた記事も内容が暖
昧
な
も
の
が
多
か
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
勅
令
の
骨
子
と
な
っ
て
い
た
登
録
制
に
対
し
種
々
の
解
釈
が
生
ま
れ
、
こ
の
勅
令
を
め
ぐ
っ
て
疑
惑
を
抱
く
滴
国
人
は
哨
加
し
、
戦
中
も
戦
前
同
様
に
在
留
せ
ん
と
し
た
当
初
の
考
え
を
放
棄
し
帰
国
へ
と
心
を
動
か
し
た
清
国
人
も
少
な
く
な
（⑪）
か
つ
た
。
こ
う
し
た
勅
令
に
従
わ
ず
歌
録
を
拒
否
し
た
理
由
と
し
て
、
第
一
に
対
沽
峨
争
の
遂
行
目
的
で
爾
税
負
扣
を
余
儀
無
く
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
こ
と
、
第
二
に
日
本
国
民
と
し
て
兵
役
の
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
、
第
三
に
は
同
勅
令
第
四
条
の
現
住
所
変
更
規
定
に
関
連
し
て
、
悪
録
後
、
峨
後
帰
国
希
蛆
を
懐
い
た
と
し
て
も
地
方
長
官
の
同
意
が
得
ら
れ
な
い
か
ぎ
り
帰
国
が
不
可
能
に
な
ら
な
い
か
と
い
う
点
、
そ
し
て
第
四
に
謡
録
制
に
よ
り
日
本
人
と
同
様
に
扱
わ
れ
る
と
の
前
提
が
存
在
し
て
も
、
油
国
人
は
日
か
ら
の
裁
判
権
を
有
し
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
裁
断
に
（蛆）
あ
た
っ
て
は
彼
ら
自
身
に
と
っ
て
不
利
と
考
え
た
こ
と
な
ど
で
あ
っ
た
。
第
一及び第二の疑惑は杣国に対して目からを敵国人のひとりとして
繩
す
る
こ
と
に
も
な
る
こ
と
か
ら
感
情
的
に
も
抵
抗
が
大
き
か
っ
た
で
あ
ろ
うし、重税負担は直接生活を圧迫するため反発は強かったことは
当
然
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
拒
否
理
由
の
根
本
に
は
登
録
制
（卿）
に
服
す
る
こ
と
で
目
か
ら
が
日
本
人
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
結
果
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
共
通
の
疑
問
が
先
行
し
て
い
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、
こ
れ
こ
そ
が
情
国
人
を
し
て
帰
国
に
駆
り
立
た
し
め
た
主
因
で
あ
っ
た
六
八
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ロ
横
浜
居
刷
欧
米
人
と
満
国
人
問
題
横
浜
居
留
地
に
お
け
る
滴
国
人
社
会
の
動
揺
は
、
欧
米
人
社
会
に
も
大
き
な影響を与えつつあった。先にも述べたように居留外国人に占め
る
渚
国
人
の
割
合
は
極
め
て
高
く
、
横
浜
に
お
い
て
特
に
顕
著
で
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
清
国
人
は
居
留
地
貿
易
体
制
の
下
で
特
種
な
役
割
を
負
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
幕
木
と
比
し
て
数
的
に
は
減
少
し
て
い
た
が
、
済
国
人
は
外
国
商
人
の
下
で
日
本
商
人
と
の
中
間
に
立
ち
取
引
き
を
行
ったいわゆる買弁○○日□国」・円のとして、また会計官Ｐｎ８目【：【
（似）
と
し
て
居
留
地
貿
易
に
は
不
可
欠
な
存
在
で
あ
り
、
ま
た
欧
米
人
の
日
常
生
活
を
給
仕
と
し
て
奉
公
人
と
し
て
種
戈
の
峨
業
か
ら
底
辺
で
支
え
、
欧
米
人
社
会
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
済
国
人
の
帰
国
者
及
び
帰
国
吊
璽
者
の
蝋
加
は
、
居
留
欧
米
人
社
会
の
公
私
両
面
に
及
ぶ
不
安
定
要
素
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
居
留
地
貿
易
の
面
で
は
、
日
清
開
戦
に
よ
り
所
謂
「
日
清
修
好
条
規
」
を
は
じ
め
従
来
両
国
間
に
締
結
さ
れ
て
い
た
諸
条
約
は
失
効
と
な
っ
た
が
、
当
時
ま
だ
居
留
地
貿
易
体
制
に
依
存
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
日
本
は
基
本
的
に
対
消
貿
易
を
禁
止
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
日
清
戦
時
に
於
け
る
対
漬
通
商
関
係
に
対
す
る
日
本
の
態
度
は
、
禁
制
品
は
定
め
る
が
原
則
的
に
そ
の
自
由
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
例
を
あ
げ
れ
ば
、
第
二
表
で
示
し
た
よ
う
に
対
清
輸
出
品
の
内
で
常
に
石
炭
輸
出
量
全
体
の
三
○
’
四
○
．
〈
－
セ
ン
ト
代
を
維
持
し
た
淌
国
向
石
炭
は
、
戦
前
か
ら
引
き
続
い
て
順
調
な
輸
出
量の伸びを示している。ちな承にその輸出高は明治二五年一一一六六
と考えられる。
日
清
戦
争
と
居
留
清
人
問
題
（
岩
壁
）
一一一七七トン、同二六年一一一八二一一一一一二トン、同二七年四一一七一一一一八
トン、同二八年五二九一二七トンとなっており、同一一五年を一○’
○とすれば、各々一○四・一一一、二六・六、一四四・四と、同二
八年には一・五倍近くまで増加している。
この対淌居翻地貿易を継続させた理由として、有賀は近年にお
け
る
戦
時
国
際
法
の
傾
向
と
し
な
が
ら
、
「
戦
争
〈
国
家
ト
国
家
ト
ノ
間
ノ
事
件
ニ
シ
テ
一
個
人
ト
ー
個
人
ト
ノ
間
ノ
関
係
二
及
〈
ス
、
而
シ
テ
通
商
〈
一
仙
人
ト
ー
佃
人
ト
ノ
間
ノ
事
件
」
と
説
明
す
る
が
、
彼
自
身
も
述
べ
て
い
るように「支那一一対スル通商ヲ禁スル〈却テ日本ノ経済上ノ発達」
(第２表）対ii1j国石炭''1iii出量
ｉｉｌｉ国
（b）｜
トンＩ千円
33686611277
29669611074
34080911218
36637711164
38223211118
42713８１１４８７
５２９１２７１１９９１
６３６８１１１２３１１
５８352413176
71035414681
9490521540６
総
（a） －－４
トンＩ
7234601
8534101
8953201
9003981
10947541
12655041
13760681
16147241
15301471
18053641
201369５１
計年次 ｂ/ａ
％
４６．６
３４．８
３８．１
４０．７
３４．９
３３．８
３８．５
３９.４
３８．１
３９．３
４７．１
Ｔ･円
２７４９
３０９９
３１７９
２８５４
３２８８
４６７４
５３５９
６２４２
8316
12240
11784
９
】
⑪
ひ
４
４
Ｆ
Ｄ
く
り
〔
Ｉ
⑪
ひ
ｑ
〉
〈
Ｕ
で
１
ワ
］
？
〕
リ
〕
リ
］
？
］
ワ
ニ
ｏ
］
９
】
Ｏ
』
ｎ
ｊ
、
。
、
ひ
六九
(ili）横浜市『横浜市史」盗料>W１，１２Ｐ､212～213
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法
政
史
学
第
三
十
六
号
（妬）
二空ロァリト認メタ」「実地上ノ理由」からでもあり、さらに列国
の
注
視
の
な
か
で
開
始
さ
れ
た
日
清
戦
時
下
で
居
留
地
貿
易
に
支
障
を
来
す
干
渉
的
行
為
を
取
る
こ
と
に
よ
り
列
強
の
反
発
を
引
き
出
す
こ
と
を
懸
念
し
た
た
め
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
対
欧
米
関
係
悪
化
の
可
能
性
を
抑
止
す
る
こ
と
が
最
優
先
さ
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
こ
の
よ
う
に
対
清
居
留
地貿易を許可する一方、勅令第百三十七号もその第一条で、登録
制に従えば居留情国人が「平和適法ノ職業一一従事」することを認
め
、
居
留
地
内
で
戦
前
同
様
の
生
活
を
少
な
く
と
も
外
見
上
保
障
し
た
の
は
まさにこうした居翻欧米人への配慮からであったと言っても過一一口
で
は
な
く
、
そ
れ
以
外
の
日
本
の
国
益
に
反
す
る
と
考
え
ら
れ
る
清
川
人
は
第
五
条
及
び
第
六
条
に
よ
っ
て
排
除
を
可
能
と
す
る
余
地
を
残
し
て
い
た
の
である。
し
か
し
こ
う
し
た
日
本
側
の
思
惑
と
は
異
な
り
、
滴
国
人
の
多
量
帰
国
者
に
動
揺
し
つ
つ
あ
っ
た
欧
米
人
社
会
は
、
清
国
人
が
疑
惑
を
懐
い
た
こ
の
勅
令
の
性
格
に
つ
い
て
そ
の
評
価
を
め
ぐ
り
善
後
策
を
協
議
す
る
必
要
を
生
じ
た
。
そ
の
結
果
、
八
月
九
日
欧
米
銀
行
家
と
商
人
に
よ
る
代
表
者
会
議
が
Ⅲ
か
れ
漬
国
人
社
会
の
安
定
化
を
図
っ
た
が
、
こ
の
会
合
で
決
定
的
な
役
割
を
果
し
た
の
は
八
月
八
日
付
香
港
上
海
銀
行
デ
ビ
ッ
ド
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
□
§
丘
〕口。百・口宛マクァイパー返書であった。それによるとマクァイペ
ー
は
勅
令
発
布
後
、
保
護
下
に
お
い
て
い
る
済
国
人
か
ら
の
要
請
も
あ
っ
て
一時上京し日本側と勅令の性格について折衝を試ゑていたが、非
公
式
な
が
ら
「
そ
の
目
的
と
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
日
本
政
府
が
非
戦
闘
員
を
人
道
的
見
地
か
ら
保
護
す
る
た
め
に
彼
ら
の
住
所
・
氏
名
・
職
業
を
醗
録
さ
せ
る
こ
と
」
で
あ
り
、
登
録
制
は
「
滴
国
人
を
日
本
国
民
と
す
る
意
同
も
七○
（妬）
要
求
も
な
く
、
あ
る
種
の
税
金
を
課
す
る
意
図
し
な
い
」
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
、
最
後
に
「
当
地
の
清
国
人
取
扱
は
寛
大
で
あ
り
、
保
護
の
任
に
就
い
て
い
る
本
事
務
所
の
偽
ら
ざ
る
と
こ
ろ
は
、
日
本
の
居
留
地
に
残
留
し
て
い
る
清
国
の
非
戦
闘
員
は
完
全
に
保
護
さ
れ
て
お
り
、
如
何
な
る
命
令
に
よ
る
強
制
も
そ
の
保
護
の
目
的
の
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
満
足
し
て
い
る
」
と
結
ん
で
い
る
。
こ
の
書
翰
は
私
信
で
あ
っ
た
が
総
領
事
の
了
承
を
得
て
代
表
者
会
議
で
公
表
さ
れ
、
出
席
者
か
ら
は
こ
の
書
翰
を
漢
訳
し
て
治
国
人
間
に
Ⅲ
鷲
す
る
必
要
性
を
説
く
者
が
現
わ
れ
る
ほ
ど
会
議
全
体
は
こ
れ
に
満
足
し
、
以
後
秋
械
的
に
被
一
脈
用
者
た
る
淌
国
人
に
登
録
を
勧
め
る
こ
と
を
決
繊
し
て
会
議
を
終
え
た
。
な
お
会
議
の
内
容
は
親
日
の
各
外
国
語
新
聞
に
（⑪）
総
領
事
の
書
翰
と
共
に
公
表
さ
れ
た
が
、
こ
の
欧
米
人
社
会
に
勅
令
の
意
図
を
伝
え
た
と
さ
れ
て
い
る
本
書
翰
の
最
大
の
特
長
は
、
登
録
自
体
は
決
し
て
滴
国
人
を
日
本
人
化
す
る
こ
と
で
は
な
い
と
明
言
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
と
考
えられる。
一
方
、
総
領
事
が
勅
令
の
誤
解
を
生
ん
だ
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
た
勅
令
の
公
的
な
英
訳
文
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
も
、
八
月
八
日
外
務
省
か
ら
神
奈
川
県
知
事
を
通
じ
て
公
式
英
訳
勅
令
二
部
が
総
領
事
に
手
交
さ
れ
、
同
日
そ
の
一
部
は
横
浜
巾
蛾
会
鮒
に
川
送
さ
れ
た
。
総
領
事
は
そ
の
添
状
で
、
日
本
側
にはこの勅令により「如何なる方法においても情国民のｎｍを干
渉
し
、
ま
た
現
在
負
課
さ
れ
て
い
な
い
如
何
な
る
税
を
も
徴
す
る
意
向
の
な
（妃）
い」こと、丘〈役についてもその可能性のないことを明記し、横浜
居留全清国民が県庁において登録を済ませるよう要請したのであ
った。また、日本政一府当局も滴国人帰国抑止を行政上から試みること
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四
、
内
務
省
「
訓
第
六
○
五
号
」
の
発
令
と
勅
令
第
百
三
十
七
号
前
章
に
お
い
て
勅
令
第
百
三
十
七
号
が
対
外
的
側
面
で
課
せ
ら
れ
て
い
た
意味につき検討を誠ゑたが、翻って日本日からの立場で敵国人と
な
っ
た
居
留
済
国
人
を
如
何
に
捉
え
、
如
何
に
措
置
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
た
の
か
と
い
う
本
質
的
な
対
清
国
人
政
策
に
つ
い
て
次
に
検
討
を
試
ふ
た
い。先
述
し
た
よ
う
に
七
月
三
一
日
陸
奥
外
相
は
東
京
府
知
事
一
一
一
浦
安
に
対
し
、
在
留
浦
国
人
は
今
後
無
条
約
国
人
同
様
に
取
扱
う
べ
し
と
内
訓
し
て
対
に
踏
糸
き
っ
た
。
後
述
す
る
内
務
省
か
ら
「
訓
第
六
○
五
号
」
と
し
て
発
せ
ら
れ
た
「
清
国
腿
氏
取
締
心
得
二
関
シ
通
知
」
の
第
一
条
に
は
「
登
録
ヲ
諸
〈
サ
ル
清
国
匝
民
ア
ル
ト
キ
（
説
諭
ヲ
加
へ
登
録
ヲ
請
ハ
シ
ム
ヘ
シ
」
と
し
て
、
未
登
録
滴
国
人
の
帰
国
か
残
留
か
の
選
択
を
従
来
清
国
人
独
、
の
判
断
に
委
ね
て
い
た
こ
と
か
ら
、
日
本
官
憲
に
よ
る
積
極
的
な
残
留
は
た
ら
き
か
け
へ
と
方
向
転
換
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
各
方
面
か
ら
の
こ
う
し
た
動
き
に
横
浜
中
華
会
館
側
で
も
登
録
を
勧
め
つ
つ
あ
っ
た
が
、
し
か
し
居
留
情
国
人
一
般
の
登
録
実
施
者
数
は
増
加
せ
ず
、
蔽
録
最
終
期
日
を
一
週
間
後
に
控
え
た
十
八
日
に
は
神
戸
で
三
九
○
名
、
火
（⑲）
一品で七八名が登録を済ませていたが、全国中居留滴国人が最も多
か
っ
た
横
浜
で
は
僅
か
二
○
○
余
名
の
登
録
者
が
確
認
さ
れ
た
に
す
ぎ
た
か
（印）
っ
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
横
浜
に
残
留
し
た
情
国
人
の
多
く
は
登
録
打
切
り
間
際
ま
で
目
か
ら
の
去
就
を
決
し
か
ね
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
「
文
明
凶
比
ノ
慣
例
二
則
り
」
発
布
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
勅
令
第
百
三
十
七
号
は
消
国
人
間
に
容
易
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
Ⅱ
清
戦
争
と
居
留
清
人
問
題
（
岩
壁
）
病
国
人
取
扱
い
の
姿
勢
を
示
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
次
ぐ
勅
令
の
発
布
は
登録制の導入を明らかにしたが、登録を済せた清国人を如何なる
存
在
と
し
て
措
置
し
て
い
く
の
か
と
い
う
基
本
姿
勢
を
示
さ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
開
港
開
市
場
で
実
際
に
情
国
人
と
対
応
す
る
日
本
官
憲
に
、
勅
令
に
関
す
る
共
通
理
解
と
耐
国
人
取
扱
上
の
基
本
姿
勢
を
明
示
す
る
必
要
性
を
生
じ
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
八
月
十
一
日
、
内
務
大
臣
井
上
馨
は
各
関
係
地
知
事
に
「
清
国
臣
民
取
締
心
得
二
関
」
す
る
「
訓
第
六
○
五
号
」
を
発
し
た
。
こ
れ
は
実
価
的
に
滴
国
人
と
接
触
し
て
穂
々
の
問
題
を
扱
う
立
場
に
あ
っ
た
内
務
打
が
、
峨
時
下
に
お
け
る
滴
国
人
政
策
を
如
何
に
展
開
し
よ
うとしていたかを知る上で極めて興味深い。このため長文ながら一
（皿）
次
に
引
用
し
た
い
。
．○、淌阿匝民取締心得一一関シ通知」
１
１
１
１
秘
叩
飾
二
○
一
サ
ノ
内
明
胎
Ⅱ
七
年
八
月
十
一
日
内務省警保局長小野川元爾鮓
』
｜
東
京
府
知
事
一
二
浦
安
殿
回
清国庶民取締心得一一関シ本日訓第六○五号ヲ以テ内務大砲ヨ
リ
庁
府
県
長
向
へ
別
紙
之
通
訓
令
相
成
候
条
為
御
心
得
此
段
及
通
牒
候
山
七
一
Hosei University Repository
訓
第
六
○
五
号
（第百一一一十七号の写し誤り？著者注）
勅
令
第
三
十
七
号
へ
消
国
臣
民
ヲ
以
テ
帝
国
也
民
卜
同
一
ノ
国
民
権
ア
ル
モ
ノ
ト
シ
テ
之
ヲ
保
繊
ス
ル
ノ
主
旨
ニ
ァ
ラ
ス
彼
レ
〈
敵
国
ノ
臣
民
一
一
シ
テ法律上我一一於テ之ヲ保謹スル義務アルコトナシ之ヲ保溌スル
ハ
畢
寛
国
家
ノ
徳
義
二
於
テ
然
ル
ノ
ミ
故
一
一
彼
レ
ヲ
残
虐
セ
ス
シ
テ
却
テ
其
身
体
財
産
ヲ
保
護
ス
ル
ハ
君
主
ノ
大
権
一
一
出
ツ
ル
特
別
ノ
恩
恵
タ
ル
ノ
ミ要スル一一彼レヲシテ我法律一一服従セシムルハ必スシモ現行法
一一於テ認メタル国民ノ一切ノ権利ヲ附与スルーーァラサルナリ
是一一山テ之ヲ見レ〈清国区民〈交戦ノ結果普通無条約国人民一一
比スレ（一層制限シタル地位一一置カレタルモノト云ハサルヲ得
ス
裁
判
官
〈
彼
レ
ノ
身
体
財
産
ヲ
他
ヨ
リ
侵
害
ス
ル
モ
ノ
ァ
ル
一
一
当
り
其
侵
害
ヲ
排
除
シ
又
〈
相
当
ノ
保
護
ヲ
与
フ
ル
一
一
過
キ
サ
ル
ナ
リ
旅
行
〈
第
四
条
ノ
場
合
ノ
外
之
ヲ
禁
ス
ル
モ
妨
ケ
ナ
シ
営
業
〈
従
来
仕
来
リ
ノ
分
及
平
穏
ニ
シ
テ
我
力
行
政
我
ヵ
治
安
二
支
障
ナ
キ
モ
ノ
ー
ー
限
り
之
ヲ
許
シ
其
然ラサルモノ例へ〈臓品故買紙花賭一房開帳売淫其ノ他危険ノ虞
ア
ル
各
種
ノ
業
〈
総
テ
之
ヲ
禁
ス
ル
ヲ
得
加
之
縦
令
平
穏
ナ
ル
営
業
ニ
テ
モ
従
来
外
人
一
一
許
可
シ
タ
ル
コ
ト
ナ
キ
新
規
ノ
種
類
例
へ
（
酒
造
業
ノ
如
キ
ハ
ー
切
之
ヲ
許
サ
、
ル
コ
ト
ヲ
得
何
則
敵
国
臣
民
ヲ
シ
テ
他
ノ
条
約
国
民
ヨ
リ
優
等
ナ
ル
権
利
ヲ
得
セ
シ
ム
ル
ノ
理
ナ
レ
ベ
ナ
リ
身分ノ登録〈警察ノ取締上一種ノ便宜法一一過キスシテ身分証書
ノ全効ヲ保証スルーーァラス且戸籍法ヲ適用スルノ限ニアラサル
法
政
史
学
第
三
十
六
号
八
欄
外
ｖ
閲
覧
八
月
十
五
日
Ｉ
ｌ
｜親展一一完結一
ナ
リ
登
録
転
居
其
他
ノ
手
続
〈
概
略
左
ノ
通
心
得
へ
シ
第
一
条
登
録
ヲ
論
ハ
サ
ル
清
国
臣
民
ア
ル
ト
キ
ハ
説
諭
ヲ
加
へ
登
録
ヲ
韮叩ハシムヘシ
第
二
条
治
国
臣
民
〈
従
来
許
サ
レ
タ
ル
場
所
一
一
転
居
ス
ル
ニ
非
し
〈
転
居
ヲ
許
ス
ヘ
カ
ラ
ス
第
三
条
消
国
臣
民
ヲ
帝
国
版
図
外
二
退
去
セ
シ
メ
タ
ル
ト
キ
〈
享
山
ヲ
具
シ
テ
報
告
ス
ヘ
シ
第
四
条
登
録
証
書
〈
一
人
一
葉
ト
シ
左
ノ
様
式
一
一
従
上
本
籍
地
名
、
現
住
所
地
名
、
職
業
、
年
齢
、
男
女
ノ
区
別
、
姓
名
、
並
一
一
一
戸
数
人
ア
ル
者
〈
家
族
ノ
関
係
ヲ
明
記
シ
登
録
原
簿
ト
契
印
ス
ヘ
シ
様
式
（
略
）
※
但
し
大
き
さ
は
縦
曲
尺
凹
寸
、
横
曲
尺
三
尺
第
五
条
同
一
地
方
庁
管
内
一
一
於
ケ
ル
転
居
其
他
ノ
異
動
〈
其
管
轄
庁
愈娠柵齪柵視一一一届出登録ノー訂正ヲ諸ハシムヘシ
第
六
条
帝
国
胞
民
所
有
ノ
船
舶
二
雇
レ
タ
ル
清
国
臣
民
〈
陸
上
一
一
一
定
ノ
住
所
ヲ
定
メ
登
録
ヲ
誌
〈
シ
ム
ヘ
シ
第
七
条
登
録
証
書
〈
帰
国
又
〈
死
亡
ノ
節
本
人
又
〈
親
戚
故
旧
ヨ
リ
管
轄庁一一返納セシムヘシ
第
八
条
登
録
証
書
ヲ
与
へ
ダ
ル
清
国
臣
民
一
一
シ
テ
他
ノ
地
方
二
移
転
シ
タルトキハ登録証書二裏書スルト同時一一之ヲ移転地ノ地皀
方官一一通報スヘシ
第
九
条
帝
国
臣
民
所
有
船
舶
ノ
乗
客
ダ
ル
清
国
臣
民
又
〈
帝
国
海
口
一
一
寄港スル外国船舶ノ乗客若クハ乗組員ダル同国臣民一一シ
七
二
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訓
第
六
○
五
号
は
実
画
的
に
は
勅
令
第
百
三
十
七
号
の
蔽
録
制
実
施
手
統
等
を
規
定
し
た
訓
令
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
前
書
は
同
勅
令
の
主
旨
を
明
確
に
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
済
国
人
が
勅
令
に
従
っ
て
登
録
を
行
う
こ
と
は
、
彼
ら
が
懸
念
し
た
「
日
本
人
」
化
へ
の
一
歩
と
は
逆
に
「
清
国
臣
民
ヲ
以
テ
帝
国
臣
民
ト
同
一
ノ
国
民
権
ア
ル
モ
ノ
ト
シ
テ
之
ヲ
保
護
」
す
る
こ
と
で
は
な
く、それはより端的に言えば「普通無条約国人民一一比スレハー川
制
限
シ
タ
ル
地
位
」
に
置
く
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
先
述
の
如
く
本
勅
令
が
普
仏
・
露
士
両
戦
時
の
在
留
敵
国
人
取
扱
方
法
を
具
体
例
と
し
て
「
折
衷
主
義
」
的
立
場
か
ら
生
ま
れ
た
と
す
る
有
賀
の
記
述
は
、
そ
の
実
矼
的
な
意
味
か
ら
ふ
れ
ば
登
録
を
済
せ
た
桁
国
人
に
と
っ
て
も
か
な
り
厳
し
い
も
の
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
勅
令
の
第
一
条
に
規
定
さ
れ
た
成
判
管轄権問題についても、有賀によれば「敵国臣民ニモ裁判所ノ戒
（犯）
判
ヲ
受
ク
ル
ノ
権
ヲ
州
ス
ル
」
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
た
と
す
る
が
、
雌
本
的には将来にわたって危険性のある事柄は事前に禁止し、裁判所
は
清
国
人
の
身
体
財
産
へ
の
「
侵
害
ヲ
排
除
シ
又
〈
相
当
ノ
保
獲
ヲ
ゲ
フ
ル
」
こ
と
と
し
て
、
済
国
人
訴
訟
問
題
に
積
極
的
に
関
与
す
る
こ
と
を
回
避
テ登録ヲ誌〈ス又〈帝国版剛内一一入ルノ特許ヲ受ケサル
者
〈
上
陸
ヲ
許
サ
ス
第
十
条
此
規
則
（
帝
国
又
〈
外
国
ノ
両
氏
一
二
展
ハ
レ
タ
ル
清
国
臣
民
ニ
モ
適
用
ス
ヘ
シ
右
訓
令
ス明
治
二
十
七
年
八
月
十
一
日
内
務
大
原
伯
爵
井
上
馨
日
清
戦
争
と
居
留
清
人
問
題
（
岩
壁
）
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
承
ら
れ
る
。
こ
れ
は
米
国
と
の
交
渉
で
重
視
さ
れ
た
済
国
人
の
身
体
財
産
へ
の
保
護
そ
れ
自
体
が
現
状
凍
結
を
中
心
と
し
た
指
向
性をもち、裁判管轄権については複雑な国際問題化する危険性を
持
つ
と
し
て
回
避
的
方
向
に
あ
っ
た
こ
と
が
そ
の
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た勅令が主付としていた登録制についても、訓第六○五号は「身
分ノ溢録〈警察ノ取締上一種ノ便宜法一一過キスシテ身分証書ノ全
効
ヲ
保
証
ス
ル
ー
ー
ァ
ラ
ス
几
戸
籍
法
ヲ
適
用
ス
ル
ノ
限
ニ
ァ
ラ
サ
ル
ナ
リ
」
と
、
警
察
的
必
要
性
か
ら
の
性
格
付
け
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
こ
に
も
居
研
澗
刷
人
保
継
の
任
に
あ
っ
た
マ
ク
ァ
イ
ヘ
ー
の
書
翰
が
、
勅
令
は
人
道
上
か
ら保継をいえるために幾録を必要としたという見解からはやはり
距
離
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
登
録
制
の
導
入
は
、
情
国
人
保
護
と
い
う
よ
り
は
勅
令
第
六
条
の
戦
時
に
お
け
る
国
益
に
即
さ
な
い
人
物
の
現
行
法
に
よ
る
処
分
、
及
び
国
外
追
放
規
定
に
よ
る
処
分
の
ほ
か
、
船
舶
に
よ
る
一
時
の
寄
港
治
国
人
に
対
し
て
も
そ
の
適
応
を
求
め
た
こ
と
な
ど
か
ら
ゑ
て
も
、
個
々
の
滴
国
人
を
掌
梶
す
る
最
良
の
方
法
と
し
て
「
戸
籍
」
的
役
割
を
こ
の
遥
録
制
に
期
待
し
、
病
国
人
社
会
の
末
端
に
至
る
ま
で
の
動
向
把
梶
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
換
言
す
れ
ば
治
安
上
の
取
締
を
こ
の
登
録
制
に
（岡）
期
作
し
た
と
承
る
こ
と
が
率
直
な
捉
え
方
で
あ
り
、
こ
れ
を
一
歩
進
め
て
考
えれば滴国人の状況如何によっては勅令第八条の規定に従って、
聰事上の剛山から「特定ノー人ノミナラス或〈一地方二於ケル満
（別）
国庫民全数ニモ退去ヲ〈叩スル」ことの可能性を同時に肯定するこ
と
に
も
な
り
、
勅
令
向
か
ら
が
清
国
人
保
護
を
否
定
し
て
し
ま
う
結
果
へ
と
導びく含糸を持ったのである。こうしたことは、先に述べた欧州
に
於
け
る
二
つ
の
戦
争
の
敵
国
人
取
扱
の
「
折
衷
主
義
」
的
立
場
で
こ
の
勅
七
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日
治
峨
争
に
お
け
る
汽
戦
の
詔
勅
は
伊
東
已
代
次
草
案
に
於
て
も
阿
際
法
（弱）
規
定
の
範
囲
で
の
戦
争
行
為
を
定
め
て
い
た
が
、
居
留
漬
国
人
保
謹
も
花
沿
日
本
国
民
保
護
を
求
め
る
Ⅱ
的
を
も
含
め
て
、
欧
米
帝
国
主
義
諸
阿
の
仙
界
体
制
を
相
対
的
に
規
定
し
て
い
た
国
際
法
を
日
本
日
か
ら
遵
守
す
る
こ
と
を
公
言
す
る
一
方
法
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
不
平
等
条
約
改
正
の
成
功
に
よ
り
、
日
本
が
「
文
明
」
瓜
と
し
て
国
際
社
会
へ
の
参
加
を
承
認
さ
れ
る
と
Ｍ
時
に
、
そ
の
慣
例
に
従
う
こ
と
を
表
明
さ
せ
ら
れ
た
結
果
で
あ
り
、
ま
た
国
際
法のいかなる側面をも拒むことは国際法社会からの逸脱として、
（開）
戦
時
に
お
け
る
中
立
法
規
や
交
戦
法
規
の
適
用
を
否
定
す
る
と
い
う
日
本
が
何よりも危倶した結果を導きかねない危険性を持っていた。
こ
う
し
た
状
況
の
も
と
に
日
本
の
外
国
人
社
会
で
あ
っ
た
居
留
地
に
お
い
て
特
異
な
存
在
の
情
国
人
に
対
し
、
勅
令
の
発
布
と
い
う
方
法
で
そ
の
保
紘
を
公
言
し
て
居
留
地
の
混
乱
を
回
避
し
た
の
糸
な
ら
ず
、
極
力
欧
米
人
社
会
へ
の
影
響
を
抑
止
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
勅
令
第
百
三
十
七
号
の
実
体
は
清
国
人
の
懸
念
し
た
「
日
本
人
」
化
へ
の
道
程
で
は
な
く
、
拭
本
今
が
生
ま
れ
た
と
ふ
る
よ
り
、
普
仏
戦
争
時
に
仏
国
が
在
仏
普
国
人
に
と
っ
た
処
置
を
よ
り
前
捉
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
以
上
か
ら
勅
令
第
百
三
十
七
号
は
、
欧
米
人
社
会
の
情
国
人
保
誕
と
い
う
意
向
は
汲
承
つ
つ
も
、
そ
の
実
体
は
日
本
政
府
に
よ
る
「
保
護
」
的
指
向
を
倣
え
て
い
た
と
考
え
る
よ
り
、
む
し
ろ
済
国
人
社
会
を
個
々
人
と
し
て
も
集
団
と
し
て
も
的
硴
に
捉
え
、
警
察
的
側
面
を
承
視
し
た
「
取
締
」
的
指
向
を
鵬
厚
に
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
五
、
む
す
び
法
政
史
学
第
三
十
六
号
的に法国人を無条約国人以下の位置に押し込め、同勅令の柴本原
理
で
あ
っ
た
蔽
録
制
の
徹
底
に
よ
り
、
居
留
滴
国
人
を
集
団
と
し
て
の
糸
な
ら
ず
仙
人
の
単
位
に
お
い
て
も
警
察
的
見
地
か
ら
掌
握
し
、
実
質
的
に
取
締
る指向を持つものであった。
と
こ
ろ
で
こ
の
勅
令
第
百
三
十
七
号
は
戦
時
法
的
性
格
を
有
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
日
清
戦
後
も
廃
止
さ
れ
る
こ
と
な
く
効
力
を
継
続
し
、
川
沿
三十年結局は実現されなかった「外国人居住取締規則」案を経て、
同三二年の勅令第一一一百五十二号「条約若〈憤行ニ依り居住ノ、山
ヲ
有
セ
サ
ル
外
国
人
ノ
居
住
及
営
業
等
二
関
ス
ル
件
」
に
至
っ
て
漸
く
廃
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
両
者
は
共
に
居
住
規
定
の
な
か
っ
た
清
国
人
を
特
に
対
象
と
し
て
立
案
ま
た
は
発
布
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
前
者
に
於
て
は
そ
の
第
一
条
で
「
外
国
人
帝
瓜
版
図
内
二
到
着
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
七
日
内
一
一
到
着
ノ
Ⅱ
時
汗
本
人
及
家
巻
ノ
氏
名
国
籍
本
批
身
分
峨
業
生
年
月
最
近
居
化
地
及
現
居
所
ヲ
到
着
地
ノ
警
察
署
二
届
出
へ
シ
…
（
略
）
…
外
国
人
居
所
ヲ
移
（町）
転
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
十
日
内
二
新
旧
居
所
ヲ
警
察
署
二
届
出
へ
シ
」
と
規
定
し
、
後
者
も
条
約
ま
た
は
慣
行
に
よ
っ
て
日
本
に
居
住
の
自
由
が
な
い
外
国
人
に
も
居
住
と
営
業
の
口
川
を
認
め
つ
つ
も
、
「
但
シ
労
働
者
〈
特
二
行
政
而庁ノ許可ヲ受クルー一兆サレハ従前ノ居榊地及雑居地以外二於テ
（詔）
居
住
シ
又
〈
其
ノ
業
務
ヲ
行
フ
コ
ト
ヲ
得
ス
」
と
、
情
国
人
に
対
し
各
関
係
官
庁
へ
の
盗
録
も
し
く
は
事
前
届
出
を
義
務
付
け
た
の
で
あ
る
。
このように勅令第百三十七号の基本原理は明治一一一二年勅令第一一一
百
五
十
二
号
へ
と
簡
潔
化
さ
れ
な
が
ら
継
承
さ
れ
、
勅
令
第
三
百
五
十
二
号
が
廃
止
さ
れ
る
昭
和
二
二
年
ま
で
日
本
の
無
条
約
国
人
取
締
り
の
法
的
篭
礎
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
か
ら
日
清
戦
期
の
居
留
清
国
人
保
護
を
旗
七
四
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印とした勅令第百三十七号は現在の出入国管理体制の原形的性格
を有していると同時に、同勅令が日清戦争以降も存続して満国人
を無条約国人以下の存在に押し止めていたことは、法的にも戦前
日本社会の対中国人蔑視観を恭本的に生糸だす一要因となったと
考
え
ら
れ
る
。
Ｔ註
、_ノ
日
清
戦
争
と
居
留
清
人
問
題
（
岩
壁
）
Ⅱ
清
戦
期
の
清
国
人
取
扱
い
問
題
を
正
面
か
ら
論
じ
た
の
は
右
賀
民
雄
『
日
清
戦
役
国
際
法
論
』
全
（
陸
軍
大
学
校
、
明
治
二
九
初
版
、
本
稿
は
哲
学
書
院
・
明
治
三
六
再
版
を
利
用
）
収
録
の
「
第
三
章
、
開
戦
以
後
日
本
在
留
清
国
臣
民
ノ
保
護
」
で
あ
る
が
、
Ⅲ
書
は
対
外
的
配
慮
を
重
視
し
過
ぎ
た
た
め
か
ら
か
本
文
で
後
述
す
る
よ
う
に
事
実
認
識
に
種
々
誤
解
が
あ
り
、
ま
た
十
分
な
検
討
し
同
評
に
対
し
て
な
さ
れ
ぬ
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
近
年
で
は
内
田
直
作
『
日
本
華
僑
社
会
の
研
究
』
（
同
文
館
、
昭
和
二
四
）
の
ほ
か
、
植
田
捷
雄
「
日
本
に
お
け
る
中
国
人
の
法
律
的
地
位
ｌ
幕
末
よ
り
今
次
大
戦
に
至
る
ｌ
」
（
『
ア
ジ
ア
研
究
』
’’三、昭和一一一○）、大畑篤四郎「日本における外川人
待
遇
の
変
遷
ｌ
通
商
航
海
条
約
を
中
心
と
し
て
１
１
」
「
二
（『アジア研究』一五’一、二、昭和四四）、宮崎繁樹「戦
前
の
わ
が
国
に
お
け
る
外
国
人
の
処
遇
」
白
国
際
法
外
交
靴
誌
』
二
七
’
二
、
昭
和
四
八
）
な
ど
若
干
の
成
果
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
日
清
戦
期
を
特
に
論
じ
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し、『日本華僑社会の研究』は横浜中華会館の性格を知
る
上
で
多
い
に
参
考
と
し
た
。
本
稿
が
日
本
在
留
清
国
人
に
つ
い
て
論
じ
た
の
に
対
し
、
瀬
川
善
信
「
日
清
戦
争
に
お
け
る
居
留
民
保
護
問
鼬
ｌ
在
清
公
鮒
引
揚
と
の
関
連
に
お
い
て
ｌ
」
（
『
埼
玉
大
学
紀
要
』
社
会
科
学
編
二四、州和五一）は論題の如く清国椛留の日本国民につ
い
て
論
じ
ら
れ
て
お
り
参
考
と
な
っ
た
。
（２）藤村道生『川清戦争』（岩波新書、昭和四八）、七二頁
（３）陸奥宗光『髪登録』（岩波文庫、昭和四八、第一九版）、
七
○
頁
（４）以下米国資料中のｏ亘口のｍの、巨互のｏ〔及び］呂目の、①のｇ‐
］
①
ｇ
の
訳
語
と
し
て
「
臣
民
」
を
基
本
的
に
は
用
い
ず
「
清
国
民
」
「
川
本
国
民
」
「
情
国
人
」
「
、
本
人
」
と
し
た
。
また、「情国民」としたのは「清同」は歴史用語であ
る壱」と、また日清両国が戦争状態にあっても「情囚人ヲ
シテ其ノ川溌ヲ欠くシムルーー至ルコトナシ、因テ日本在
留ノ滴国人〈依然トシテ国籍ヲ有スル外国人タリ」（前
掲『日清戦役川際法論』全、五○’五一頁）とする有賀
の
見
解
に
拠
っ
た
。
（５）現代のところ、この日本側による清川と同様な要求が具
体的に何を指すのか不明。ただし、七月六日在上海大越
成徳総仙事は在北京小村寿太郎臨時代理公使に対し戦争
は不可避として総領事館、管鰭地、及び「其地居留ノ本
邦人保獲一一付」意見具申を行っているので、この前後に
日本側は米山に対し保護についての打診を行ったと考え
られる。（外務省外交史料館蔵『日清戦役ノ際在清帝国
公使館及仙事館撤回並一一在留帝国臣民保護方米国一一於テ
担保一件』八五門二類一項五号ｖ）
（６）三Ｈ・同ｑ三口□目８三引・二・ｐ・のＨのの冨目・の①日の目］
・馬の白（の．Ｚ・・旨いご㈲①、畳・ロ。｛岳の己已【ａの白斤の、ご
目・丙】。．］：自画］ロ］］田》］の①』・以下公使館報告は倉《国一の
二）ｑｏ８目①の。｛閃の８ａ日昏のＺ農。ご＆し月宣くのｍｗ
ｚｏ・］題〉閃。］一コ．□の⑰冨円ゲのの｛ＨＣＢごロ岸の」の国庁の叩
言亘⑰【のＨ・｛］呂自》ごｏｌｓｇを利用。七五
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（７）冨尉・Ｃ５８三門・ヨ【ｐ・ＯＨのの盲目・詞の昌冒、。【ＰＣ］ｇｏＨ
芹の］の、日日寓目の目】（【ａ８号のｍの○円の白ｑ・【の国斤の○口］ロ］『
】Ｐ届震。（三回・・のロ・一・吻日の。三岳冨吋・□目㎡ｚ・・旨い。）
（８）冨局・ＤＰ貝○三Ｈ・己のロ耳・閃①＆旨、。｛。。］旨のＨ｛の］の、日日
５口の日言の三○三Ｈ・ロ①□ご》○冨吋、の」》缶崩胃①：【句①嵐口、。
Ｈ・耳・］ロ］】梓Ｐ屋程．（Ｈ豆』・）のロＯ］・ｍＥＨの⑭葺昌冨門・
ロロロ．⑰三○・〕届．）
（
９
）
前
掲
『
簔
塞
録
』
九
八
頁
（
、
）
藤
村
道
生
「
日
清
戦
争
」
弓
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』
一
六
、
近
代
三
、
昭
和
五
一
）
、
一
七
頁
。
同
書
中
、
藤
村
は
「
治
外
法
権
を
許
容
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
欧
米
諸
国
は
日
本
を
対
等
の
「
文
明
」
国
仲
間
と
み
と
め
ず
、
特
に
戦
時
に
お
い
て
中
立
法
規
や
交
戦
法
規
を
厳
密
に
適
用
す
る
こ
と
を
拒
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
日
本
の
安
全
に
と
っ
て
重
大
な
危
険
を
も
た
ら
す
お
そ
れ
が
あ
っ
た
」
と
、
条
約
改
正
の
緊
急
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
（ｕ）「在清国居留民ノ保護ヲ米国へ依托一一関シ訓令ノ件」（外
務
省
『
日
本
外
交
文
書
』
二
七
’
二
・
第
七
五
四
号
文
書
）
（皿）叫治二七年七月一九日付北京駐釧小村宛陸奥電送第一一一七
五
号
（
前
掲
『
日
清
戦
役
ノ
際
在
清
帝
国
公
使
館
及
領
事
館
撤
回
並二在留帝国臣民保護方米国一一於テ担保一件』）
（
⑬
）
田
保
橋
潔
『
日
清
戦
役
外
交
史
の
研
究
』
（
刀
江
書
院
、
昭
和
二
六
）
三
二
四
頁
（ｕ）「光緒二○年一ハ月二六日発北洋大臣来電」（故宮博物館
『
清
光
緒
朝
中
日
交
渉
史
料
』
巻
一
五
）
。
こ
の
来
電
中
の
日
本
商
品
輸
入
禁
止
事
項
に
つ
い
て
は
、
居
留
地
貿
易
体
制
下
で
は
現
実
的
で
は
な
い
と
批
判
さ
れ
、
の
ち
撤
回
さ
れ
た
。
（
胆
）
七
月
三
一
日
付
「
総
署
王
大
臣
ヨ
リ
小
村
公
使
宛
開
戦
照
会
（
前
掲
『
日
本
外
交
文
書
』
二
七
’
二
、
第
七
五
五
号
文
書
付
属
喜
一
）
法
政
史
学
第
三
十
夫
号
（蛆）巨剴・□目（・冨尉・Ｚ。ご「・富、円く○吋》己旦①」の国【のｍＯｏｐｍＰ｝
の①口の日｝・呂○岸○ヶ臼息〉Ｚ○・ｍＰ門①胆自〕○口○冷岳の口已｛＆
の（ｇの、）閂○斤］。）］巳］函Ｐ得、①一・（ロロＣ一○のｐＨの勇『】昏彦【Ｈ・
ロロロ》の三・・届ｅ
（Ⅳ）】【円．シ【Ｃ閂『ｏＨ８豈岸・同．］・の日］弓のｍの。●○口のロ］。｛岳の
ご日芹の』の国（⑦の〉○の餌百口目旦困】。、。。Ｚ・・四○ｍ．］巳】四Ｐ
】⑫程・シロ」シ【Ｈ・言。写ｏＨ８富Ｈ・少・国・シケのＨＣＨｏｐｍ豆①。
Ｏ・ロのロ］・【岳のご己（の」の臼芹のの）ｚ口恩田廓》ｚ○・四○Ｐ］巨一］
山Ｐ］⑪震．（ロロ○一○の日のｚ○・四回ロ」吟弓】昏巨Ｃ［ぐ○円．⑫
□の⑰ご貝ｓＺｏ・雪ＯＣｐｍロ］日のⅡ○のロ①日］。｛夢のご己（＆
の【日のの》尻ロロ偶田園・］：口ＰＰ巨巾・Ｐ届震・以下ｚ・・雪
○Ⅱ○・缶ロ、・９房震のように略す。）なお、以下総領事
報告はＲ国一の三】ＣＨＯ８℃】の⑩。【宛の８ａの冒岳①ｚ日】・ロ四一
少ＨＣ宣くのの》ｚ○・］韻）閃。］］些・○○口の巳自己の⑰ｂｇＳの、》
尻目の、自国冨臼－房①『ｚ・缶・届回ぐ。」巴・）を利用。
（
岨
）
「
清
国
卜
戦
争
状
態
一
一
入
レ
ル
旨
通
告
ノ
件
」
（
前
掲
『
日
本
外
交
文
書
』
二
七
’
二
、
第
六
八
七
号
文
書
）
、
及
び
冨
尉
・
三
日
目
８冨吋・ロロロ・Ｚ○・画『・］巳］皀麹届潭（向ロ。］・のｐＨの得三岳
冨円・ロロロ．のｚ○・］臣）
（
四
）
「
日
清
両
国
戦
争
状
態
ノ
通
報
受
領
通
告
ノ
件
」
（
前
掲
『
日
本
外
交
文
書
』
二
七
’
二
、
第
六
八
九
号
文
書
）
、
及
び
三
円
・
ロ
ロ
ロ
８冨円・冨日目・シロ順・桿画届の』．（ロロ、］○ｍ目の図ヨュ岳冨Ｈ，
ロロロ．ｍｚｐ届』）
（
卯
）
「
八
、
清
国
領
事
帰
国
一
一
付
同
国
臣
民
〈
米
国
政
府
ノ
保
護
一
一
任
ス
回
文
」
大
清
光
緒
二
○
年
七
月
初
一
日
（
東
京
都
公
文
書
館
蔵
『
明
治
二
七
年
第
一
種
官
房
文
書
類
別
外
務
公
使
館
撤
回及保護』の９１国⑭１局）
（皿）自田○【○国少冨シュロョベの檜・（目豈①］眉目ごくの①汽一］三＆一マ
シロ、．←】＄Ｐ）
七六
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（型）負目四国○四［Ｚ向の両閂Ｚ］シ勺少ｚ》．（閂豆」．。］巳〕堅・届潭）
（羽）冨吋・言・弓・月・冨尉・向口ヨョ岡・己匡》少の⑰一の国貝の①日の国ｇ
ｏ｛の国〔の．ｚ○・合．○Ⅱの．シ■ぬ。Ｐ冨震・
（辿）冨円・言Ｏ円く○代８冨月・ロＺ・Ｚ○・コ》○ⅡＰｚ・『・口⑫．届①←．
な
お
、
同
史
料
は
、
帰
国
さ
せ
た
清
国
人
が
再
来
日
し
よ
う
と
す
る
動
き
の
な
か
で
、
こ
れ
を
な
ん
と
か
禁
止
し
よ
う
と
横
浜
中
華
会
館
が
次
の
よ
う
な
布
告
文
を
清
国
各
開
港
場
に
配
布
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
本
史
料
中
「
在
中
華
会
館
領
給
川
資
発
遣
回
籍
」
と
あ
り
、
帰
国
旅
費
が
同
会
館
か
ら
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
ま
た
右
録
に
よ
り
米
国
の
取
締
基
準
が
知
ら
れ
る
。
１
．
１
１
遊
奉
美
理
憲
来
文
内
聞
凡
前
者
在
中
華
会
館
頒
給
川
資
発
遣
回
籍
並
違
犯
右
録
五
款
諭
禁
者
欲
釆
木
埠
概
不
允
保
護
立
即
拘
逐
離
境
免
至
滋
擾
地
方
等
情
奉
此
理
合
怖
杵
各
梓
里
知
悉
倫
日
前
曽
在
本
会
館
領
賛
同
籍
或
犯
新
章
及
来
埠
無
事
業
之
人
切
不
可
来
浜
庶
免
耗
費
往
川
資
各
宜
自
愛
是
所
厚
望
右
録
美
理
憲
諭
禁
諸
款
一
、
凡
販
売
鴉
片
烟
及
吸
食
之
人
不
准
来
埠
「
凡
賭
博
為
生
之
人
不
准
来
埠
一
、
凡
向
買
窃
胱
私
貨
之
人
不
准
来
埠
一
、
凡
瀧
手
好
閲
無
業
無
罪
之
人
不
准
来
埠
一
、
几
不
守
正
業
即
不
遵
約
束
之
人
不
准
来
埠
光
緒
二
十
年
拾
月
日
本
横
浜
中
華
会
館
謹
怖
（配）三吋・言ｏ円く○吋〔・言局・ロ臣・ｚＣ・雪．○Ⅱ○）シロ、．。届程．
（恥）閂亘』・》三・・酋・但し当時ウォッシュポンは国務長官フィ
ッシュ国②目］８口国呂から〈閃】Ｂ旦口①Ｈのロロ①の｛・【三門・
宮○口の（胃・｛］巳］＄】》雪》８口具の」の目①の（・宵。（の。［
。
①
口
呂
冒
冨
の
凶
８
》
》
と
命
じ
ら
れ
て
い
た
。
（
甸
・
旦
瞥
日
清
戦
争
と
居
留
清
人
問
題
（
岩
壁
）
／~、／~､
３０２９
、=ノ、-ノ
'－，／~、'－，
３４３３３２
、_ノ、=ノ、_’
（皿）
（犯）
（町）
”の｜自】○日。｛弓の□己（の口の国〔の》屋『Ｐご・①一・）
「六、清国公使館撤回一一付同国領事ト事務交渉中止。同
国
人
〈
無
条
約
国
人
同
様
取
扱
内
訓
」
明
治
二
七
年
七
月
三
一
日
付
、
東
京
府
知
事
宛
外
務
大
臣
陸
奥
宗
光
親
展
送
第
六
六
号
（
前
掲
『
明
治
二
十
七
年
第
一
種
官
房
文
書
類
別
外
務
』
）
「勅令百三七、一、帝国内に居住スル清国臣民一一関スル
件
ヲ
定
ム
」
（
国
立
公
文
書
館
蔵
『
公
文
類
聚
』
函
シ
・
巨
・
激
９Ｊ．］１号畔叩９ｍ・ｕ４蝋叩９９）
前
掲
『
日
清
戦
役
国
際
法
論
』
全
四
二
頁
陸
奥
外
相
が
提
出
し
た
草
案
は
現
在
不
明
。
た
だ
し
外
務
省
外
交
史
料
館
に
は
「
明
治
二
七
年
七
月
ｌ
明
治
二
八
年
八
月
、
日
清
戦
役
ノ
際
本
邦
漬
国
公
使
鮒
及
領
事
館
ノ
撤
回
並
在
留
情
国
民
保
護
方
米
国
政
府
一
一
於
テ
担
保
一
件
」
（
五
門
九
類
一
項
六
号
）
な
る
史
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
が
、
現
在
所
在
不
明
と
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
こ
の
史
料
フ
ァ
イ
ル
が
発
見
さ
れ
れ
ば
草
案
そ
の
他
を
参
照
し
得
る
可
能
性
が
あ
る
。
仏
国
は
「
初
期
の
敗
戦
の
後
面
に
国
内
に
在
住
す
る
独
逸
人
民
の
一
定
の
生
業
な
き
者
及
政
治
に
関
係
せ
ざ
る
こ
と
を
説
明
す
る
能
は
さ
る
者
に
退
去
を
命
し
、
又
セ
ダ
ン
陥
落
の
後
独
軍
何
時
来
り
て
巴
里
を
攻
囲
す
る
や
も
計
ら
れ
ざ
る
形
勢
に
立
至
り
た
る
を
以
て
八
月
廿
八
日
を
以
て
巳
処
市
内
に
在
住
せ
し
独
逸
人
民
に
悉
呰
退
去
を
命
し
た
り
…
…
」
（
有
賀
長
雄
『
近
時
外
交
史
』
東
京
専
門
学
校
出
版
部
明
治
三
一
、
一
九
三
’
一
九
四
頁
）
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
註
（
型
）
の
米
国
に
よ
る
右
録
館
四
条
、
館
五
条
と
対
比
さ
せ
る
と
そ
の
類
似
点
は
興
味
深
い
。
前
掲
『
日
清
戦
役
国
際
法
論
』
全
四
四
頁
同
上
四
五
頁
《
自
国
向
○
国
閂
ｚ
固
の
向
閂
Ｚ
目
○
【
■
○
少
ｚ
Ｃ
円
。
【
○
国
シ
冨
少
目
七七
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『
這
亘
藻
壺
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言
襲
１
１
早
署
く
宮
｜
＜
二
三
一
L
Ｉ
＝
圭
１
１
早
昔
く
臣
１
￥
＝
「’○′迄亘堕直昌達Ｑ之'1重へ自三」（渥璽『＝聖１１
÷
早
掛
職
Ｉ
圏
仁
|
ﾛ
ﾐ
P
<
補
壕
三
志
撰
｣
）
渥
璽
『
□
迄
喜
誕
厘
塗
翼
握
』
鍋
己
早
巨
討
嵩
嵌
塁
部
菖
旦
誤
哩
Ｏ
＝
窪
川
○
幹
早
亟
′
謹
枳
出
獺
紅
三
廷
迄
画
く
岳
壜
ｅ
但
勾
「
菫
宣
く
窪
坦
晏
這
票
三
」
脇
掬
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望
綴
匹
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但
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巡
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１
重
且
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藻
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潭
建
菖
言
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二
旦
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旦
些
ｏ
型
負
糾
ぅ
Ｄ
Ｉ
Ｐ
亘
士
童
′
蝿
騨
曼
暹
′
恒
星
艇
浸
壜
巡
筥
靴
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(TheJapanWeeklyMaiLAug､4,1894）
程璽『亘延蓬輯画墾誕繧』網}F'１１回（
庭-L｜梢１１|団（
直-ＬＩＮ二ｌｌｌＩ区
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画
く
０
劃
埋
萎
惠
凸
凸
曇
巡
浄
６
杣
Ｍ
ｗ
ﾉ
延
画
く
ｅ
縄
融
室
皇
糾にｍＷＫﾉ型｣ＪＪ′弩ｅ総晨鰹逗旦恕呂ﾛﾍﾟﾆﾄｰﾉﾑ１０゜
（
室
灌
「
酉
巴
狸
ｅ
垣
延
糖
晨
酷
塁
漣
軍
」
閂
『
邑
襲
襲
蝮
劃
朴』
１
１○三
頭
執塞’
堅
屋桐く
）
Ｍｒ・ＭｃｌｖｏｒｔｏＭｒ・Uhl・No.５０，Ｃ＝Ｇ,Ａｕ9.13,1894．
"ＴＨＥＣＨＩＮＥＳＥＲＥＳＩＤＥＮＴＳＩＮＹＯＫＯＨＡＭＡ，,
(TheJapanWeeklyMaiLAug､18,1894）
Ｍｒ・ＭｃｌｖｏｒｔｏＭｒ・Uhl・No.50,Ｃ＝Ｇ,Ａｕ9.13,1894．
Ａｎｄ“ＴＨＥＣＨＩＮＥＳＥＲＥＳＩＤＥＮＴＳＩＮＹＯＫＯＨＡ－
(Ibid，Ａｕ9.18,1894）
"ＴＨＥＩＭＰＥＲＩＡＬＯＲＤＩＮＡＮＣＥＯＦＴＨＥ４ＴＨ，，
(Ibid.,Ａｕ9.11,1894）
Ｍｒ・ＭｃｌｖｏｒｔｏＭｒ・Uhl・Ｎｏ．５０，Ｃ＝Ｇ，Ａｕ９．１３，１８
９
４
．
紙
型
哩
融
暑
廼
蝿
ｅ
蝉
､
1
2
Ｗ
鯉
画
く
ｅ
輯
証
旦
○
ム
ト
J
辻
菫
塵「逼蔑運く-ＵＡｊｅ延幽」（鴬iK三唾I>|甦鼻遷曙『逼蕊
扇皇国』縛鐘割雪晨H二|｣g）徽雲。
程
頚
『
亟
鰹
藝
謹
国
璽
嚢
繧
』
端
己
桐
'
四
程璽『垣延導鞄圃墾翼繧』ＩＦ'○唾旦型「鐸．R邑崖〈程ｘ
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（付記）
資
料
の
閲
覧
・
撮
影
に
際
し
国
立
公
文
書
館
・
外
務
省
外
交
史
料
館
・
東
京
都
公
文
書
館
・
神
奈
川
県
立
文
化
溢
料
館
・
横
浜
開
港
資
料
館
の
職
員
の
方々ほか、神奈川県立博物節井上久美子写真技師に御協力いただ
き、末尾ながら感謝の意を表します。
な
お
本
稿
の
一
部
は
昭
和
五
八
年
度
法
政
大
学
史
学
会
大
会
で
発
表
し
た
ものす。
（
躯
）
「
廿
、
勅
令
第
三
百
五
十
二
号
、
一
、
条
約
若
〈
慣
行
ニ
依
り
居
住
ノ
自
由
ヲ
右
セ
サ
ル
外
国
人
ノ
居
住
及
営
業
等
一
一
関
ス
ル
件
ヲ
定
ム
」
（
国
立
公
文
壽
館
蔵
明
治
三
二
年
『
公
文
類
聚
』
画
し
‐
］‐激田］・４へ、口刈へ｝マト聯叩屡へ．ｕ４噸叩》Ｃ＄の）
な
お
勅
令
第
百
一
一
一
十
七
号
か
ら
勅
令
第
三
百
五
十
二
号
へ
の
変
，
遷
と
そ
の
問
題
に
つ
い
て
は
別
稿
を
準
備
中
で
あ
る
。
／■、／~､
５５５４
、_ノ、_ノ
／~､／~、
５７５６
、=ノ、_ノ
日
清
戦
争
と
居
留
清
人
問
題
（
岩
確
）
な
お
、
こ
の
「
外
国
人
取
締
規
則
」
案
第
十
条
で
勅
令
第
百
三
十
七
号
の
廃
止
が
規
定
さ
れ
た
が
、
同
規
則
は
成
立
し
な
か
っ
た
た
め
勅
令
の
効
力
も
継
続
さ
れ
た
。
前
掲
『
、
済
戦
役
国
際
法
論
』
四
八
頁
桧
山
幸
夫
「
日
清
職
争
宣
戦
詔
勅
草
案
の
検
討
」
（
『
古
文
書
研
究
』
一
五
、
昭
和
五
五
）
四
九
頁
前
掲
「
日
清
戦
争
」
一
七
頁
前
掲
『
明
治
三
十
年
七
月
帝
国
二
於
ケ
ル
外
国
人
取
締
規
則
一
件前前究
一掲掲一
七九
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